






要約 

慢性肺疾患の児の入院期間の短縮を目的とした家庭内酸素療法を施行するための適応基準,

プロトコールの作成を目的とした。同時にパルスオキシメ一夕ーの家庭内におけるモニタ

ーとしての可能性も検討した。3 例の児に対し暫定適応基準に基づき家庭内酸素療法を施

行しおおむね順調に施行し得た。パルスオキシメー夕ーに関しては,家庭内におけるモニタ

ーとしてはまだ問題を残しているように思われた。 


